
で 守ろう
りゅう いき ち すい

近年の気候変動の影響により しており、今後も

気温の上昇に伴い、洪水発生頻度がさらに増加することが想定されています。

想像を超える大雨により に

なってきており、 ことが重要になります。

そこで、

（出典：気象庁ホームページ「気候変動監視レポート2023」）

○降雨量変化倍率をもとに算出した流量変化倍率と洪水発生頻度の変化
（一級水系における全国平均値）

（出典：国土交通省ホームページ）

○短時間降雨（1時間降雨50mm以上）の年間発生数【全国アメダス】

補助対象施設等 ※詳しくは裏面へ 補助割合 上限金額 問合せ先

雨水タンク

100ℓ～200ℓ未満

設置経費の

2/3

18,000円/基

建設課
TEL：62-6410

200ℓ～1,000ℓ未満 25,000円/基

1,000ℓ以上 60,000円/基

浸透ます 5,000円/基

浸透側溝 3,500円/ｍ

浸透トレンチ 3,000円/ｍ

透水性舗装 1,000円/ｍ2

転用浄化槽
設置経費の

2/3
200,000円/基

上下水道課
TEL：62-6495

水から 自ら

1976～1985

平均226回

2014～2023

平均330回

気候変動
シナリオ

降雨量 流量 洪水発生頻度

２℃上昇時 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

４℃上昇時 約１．３倍 約１．４倍 約４倍

流域治水とは

近年の気候変動の影響により激甚化・頻発化する水災害に
備え、これまでの行政が行う治水対策に加え、地域の企業や
住民の方々等のあらゆる関係者が一体となって水災害の防
止・軽減に取り組む考え方のこと

※１申請当たりの上限金額は、20万円です。

西予市



西予市

雨水タンク

転用浄化槽

浸透ます

浸透側溝

浸透トレンチ

透水性舗装

雨水貯留タンクを設置することによ
り、雨水を貯留して一時的に雨水の
流出を抑制する施設

公共下水道への接続により廃止する
浄化槽を雨水の貯留施設に転用して、
一時的に雨水の流出を抑制する施設

透水性のますの周辺を砕石で充填し、集水した雨水を側面及
び底面から地中へ浸透させる施設

有孔管の周囲を砕石で充填し、雨水をその有孔管へ導くこと
でその側面及び底面から地中へ浸透させる施設

側溝の周辺を砕石で充填し、雨水を側面及び底面から地中へ
浸透させる施設

舗装構造に透水性を有した材料を用いて、雨水を路盤以下へ
浸透させる舗装（透水性平板を含む）

補助対象施設等について

雨水を貯める施設

雨水を浸透させる施設

愛媛県流域治水
ロゴマーク


